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「変化が常態化」する中、変化に動じないグローバ
ル経営リスク管理を強化—リスクへの感度を上げる

このように「変化が常態化」する中、ブリヂストンでは強いビ

ジネス体質の構築に向けて、重要度の高い全社的なリスクを

特定、評価、軽減・低減、コントロールする能力を向上するため、

グローバル及び各地域のリスク管理体制を強化し、感度を上

げて、積極的なリスク対応を推進しています。

　特にグローバル経営リスクにおいては、各地域事業のトップ

マネジメントから構成されるグローバル経営リスクコミッティ

を設置し、対応を強化しています。重大なリスクを特定・評価し、

適切な対応策を策定した上で、実効性を検証しています。これ

に基づき、リスク演習を毎年実施し、リスクへの対応と事業戦

略の整合性を図っています。

　現在は3つの重点管理アイテムについて、関連する組織のトッ

プマネジメントや専門知識を持つメンバーから成るグローバ

ルのプロジェクトチームを設置して、対応を進めています。

■ 地政学リスク
ブリヂストンの従業員やお取引先様に影響を与え、事業運営

に混乱を引き起こす可能性のある世界的緊張、政治・経済状

況、法規制動向等を継続的にモニタリングし、リスク発生時

のビジネス影響の分析と、その影響最小化に向けた対策の

検討と実行体制の整備を推進しています。従業員の安全確

保、資産保護、顧客対応、企業・ブランドイメージの保護に加

えて、原材料の代替ソーシングの検討・確保などを具体的に

進めています。

■ サイバー攻撃
2022年にブリヂストンの米国子会社においてサイバー攻撃

を受け、各地域においても緊急対策を実施しました。さらに

対応力の継続的な強化に向けて、グローバルでサイバーセキュ

リティ対応チームを立ち上げ、抜本的な対策を進めています。

2023年からは、グローバルアセスメントを実施して、グロー

バルで対策の標準化を進めています。

グローバル経営リスク対応
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■  タイヤ・路面摩耗粉じん（TRWP：Tire & Road 
Wear Particles）／ 6 PPD

〈 TRWP 〉
TRWPは、タイヤが安心・安全な移動を支えるために必要な路

面と摩擦することによって発生する粉じんで、タイヤの表面であ

るトレッドと道路舗装材の混合物です。

ブリヂストンのアプローチ：
●   業界のリーダーとして、WBCSD（持続可能な開発のた

めの世界経済人会議）傘下のタイヤ産業プロジェクト（TIP）

を通じて、TRWP の物理的・化学的特性とその影響の研

究に取り組んでいます。

● 業界団体での取り組みに積極的に参加し、グローバルで

整合の取れた評価試験法の国際標準（ISO 規格）策定を

主導しています。すべての業界関係者にとって共通の基

準を定める活動の推進を通じ、基準を満たさないタイヤ

が市場から減り、TRWPの発生量を減らすことを目指して

います。

● ブリヂストン独自の取り組みとして、タイヤを「創って売

る」「使う」バリューチェーン全体で、TRWPを削減する

イノベーションを追求していきます。

技術開発：耐摩耗性能を向上させるための素材開発な

ど、サステナブルな技術への R&D 投資を継続的に進

めています。

商品：「究極のカスタマイズ」を追求する商品設計基盤

技術 ENLITENを軸に、タイヤに求められる様々な性

能を向上させた上で、耐摩耗性能を向上することで、

ロングライフを提供する商品を拡大しています。加えて、

EV向けタイヤの耐摩耗性向上にも注力し、EURO7（欧

州における次期自動車環境規制）も視野に取り組みを

推進していきます。

ソリューション：モビリティテック事業の構築を通じ、リア

ル×デジタルでお客様ごとに最適な運転、運行ルート（最

短ルート、渋滞回避、Stop & Go 回数削減など）をご

提案することで、「タイヤを安全に、長く、上手く、効率

的に使って頂く」ソリューションを提供していきます。

〈 6PPD 〉
6PPDは、タイヤ産業で一般的に使用される老化防止剤です。

業界全体として取り組むと共に、ブリヂストンとしても、タイ

ヤの安全性を担保できることを大前提とした代替品の開発

を進めています。

今後も、変化に動じないグローバル経営リスク管理体制を強

化し、リスクへの感度を上げていきます。




